
作品番号：02600040

作品タイトル：太刀　銘安家

作家：安家作

キャプション：鎬造、庵棟、鍛え小板目、刃文小乱れに丁子交じり,１口,   　中国山地は良質の山砂鉄に恵まれ、古墳時代以来刀剣や甲冑、工具、農具などの原料鉄を生産した遺跡が各地で見つかっている。反りをつけた鎬（しのぎ）造りの日本刀の製作も、これを背景に平安時代、中国地方でいち早く始まり、とくに備前（岡山県東南部）や伯耆（鳥取県西部）などで活躍した初期の刀工の名が知られている。　安家は、平安時代末期、平治年間（1159～1160）を前後する時期に活動した刀工で、伯耆鍛冶の祖、安綱の一門といわれる。栗尻と呼ぶ先の少し尖った茎（なかご）で、磨り上げない当初の形状のままである。佩表（はきお (..)

コレクション：京都国立博物館

ソース：

撮影地：

撮影年月日：

学術名：

クレジット表記：(c)@KYOTOMUSE / Artefactory

モデルリリース：なし

プロパティリリース：なし

ピクセル数：8859px × 2673px

印刷サイズ：64.3cm × 19.4cm

データサイズ：17MByte

ファイル形式：JPEG

https://www.artefactoryimages.com/02600040/


